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研究要旨

研究目的

健やかな親子関係を育むのに重要な 5 つのポイントが親または子の精神疾患に

与える影響について、文献調査を行った。

研究方法

5 つのポイント「地域とつながっている家族」、「親子のコミュニケーションが良

好」、「子どもを傷つけない」、「親子の役割が明確」および「親子で価値観を共

有できる」と親子の精神疾患との関連に関する文献を収集した。

研究結果

上記の 5 つのポイントそれぞれについて、精神疾患の予防あるいは改善効果を

示唆するエビデンスが収集された。

結論

健やかな親子関係を育むのに重要な 5 つのポイントは、親あるいは子の精神疾

患の予防あるいは改善効果も関連することが示された。
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A. 研究目的 

 昨年度は健やかな親子関係を育む

のに重要な 5 つのポイントを抽出し、

子の成育に対する増進効果および問

題行動の抑制効果に関するエビデン

スを収集した。本年度の研究では、5

つのポイントが親また/あるいは子の

精神疾患に与える影響について調査

した。 

B. 研究方法 

 健やかな親子関係を育むのに重要

な 5つのポイント「地域とつながって

いる家族」、「親子のコミュニケーショ

ンが良好」、「子どもを傷つけない」、

「親子の役割が明確」および「親子で

価値観を共有できる」と、親また/あ

るいは子の精神疾患の関係について、

文献研究を行った。 

C. 研究結果 

1「地域とつながっている家族」 

・医療サービスとメンタルヘルスケア

の効果的な利用は、ハイリスク家族を

保護し、家族のレジリエンスを強める

(Simon, 2005)。 

2「親子のコミュニケーションが良好」 

・家族のつながりがあること、また余

暇活動を一緒に楽しむことは、児童思

春期の健康関連 QOLの保護因子である

(Otto, 2017)。 

・子どもと頻繁に活動を共にする親は、

外在化問題行動および少年犯罪から

自分の子を守る(Hutchings, 2005)。 

・親子のコミュニケーション改善を目

的とする家族介入は、青少年の飲酒・

違法薬物使用や危険な性行為の改善

に有効である(Hale, )。 

・母親の関わりが高まると、反抗挑戦

性障害の遺伝素因を中和する可能性

がある(Li, 2017)。 

・父親の活発で定期的な関わりは、子

の行動面・経済社会的地位および認知

に対し良い効果を示し、また感情的苦

悩を予防する効果を示した（Sarkadi, 

2008）。 

3「子どもを傷つけない」 

・暖かさを示し敵意を余り表さない、

養護的な育児は、子の反社会的行動お

よび精神的苦痛の低さと関連する

(Conger, 2002)。 

4「親子の役割が明確」 

・自主性を認める子育ては、トゥレッ

ト症候群を持つ児童のうつ病および

12 歳～18 歳のうつ病に対する保護因

子である（Cohen, 2008; Yap, 2014）。 

5「親子で価値観を共有できる」 

・暖かくまとまりのある家族の関わり

の様式は、うつ病に罹患した親を持つ

家族の最も重要な保護因子の一つで

ある(Place, 2002)。 

・家族に心理障害を持つ者がいる場合、

安心できる家庭環境は、子が成長発達

できる安全な避難所を与える(Greeff, 

2006)。 

6 その他 

・良好な管理戦略があり、健康的で、

両親のストレスが少ない家庭で生育

することは、子の外在化問題のリスク

を低くする（Brumley, 2016）。 

・中等度の過保護に比べて、低いレベ

ルの過保護は、非行の少なさと関連す
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る。一方、高い過保護と中等度のそれ

とでは、非行に有意の差を持たない

（van der Laan、2010）。 

D. 考察 

 今回の文献収集で、健やかな親子関

係を育むのに重要な 5つのポイントす

べてで、精神疾患と関連するエビデン

スを認めた。しかし、疾患単位との関

連ではなく行動特性や状態像との関

連に留まったポイントもあり、また親

子双方の精神疾患への影響が見いだ

せなかった項目もあった。 

 Ingram RE et al.は、「脆弱性」と

「レジリエンス」は「脆弱性連続体」

の両極を成しており、脆弱性が高い状

態では軽度のストレスで疾患を発症

しまたストレスが強くなると疾患も

より重症になること、一方レジリエン

スが高い状態では非常に強いストレ

スがないと疾患に至らず、かつ程度は

軽度となる可能性を説明している。こ

の考えに基づけば、危険因子と精神疾

患の直接の関連性に比べて、保護因子

と精神疾患のそれはより希薄となる

ことが予測され、エビデンス蓄積が困

難になっているのではいかと推測さ

れる。 

E. 結論 

 健やかな親子関係を育むのに重要

な 5つのポイントは、親あるいは子の

精神疾患の予防あるいは改善効果と

も関連することが示された。 

 今回の文献収集は系統的ではない

ため、今後さらにエビデンスを収集す

るために、系統的な調査を行う必要が

ある。また、今回収集されたエビデン

スを、「健やかな親子関係を育む家族

関係の調査」の分析に今後反映させて

いきたい。 
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るエビデンスの収集に努める。 
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